令和元年度 事業報告書
 社会福祉法人若草会
令和元年度は待機児童数解消のため、大分市に６ヶ所保育所が開設された。当法人の４保育園平均の園児数の充足率は１０６％確保できたが、府内保育園においては９５％に留まった。これは、保育室の面積に対する園児数の基準が平成２５年に改正され、その後の５年間は移行期間であったが平成３０年度より１歳児の定員が１８名から１２名に削減しないといけなくなったためである。また、宗方保育園の一時預かりの利用者数が前年度と比較して約１４％下がった。これは待機児童の解消に伴い、一時預かりの利用者が減少したことが原因である。
ハード面においては、宗方東保育園の園舎改築工事に取り掛かり、年度末の進捗率は７５％と計画通り進んだ。

介護事業においては、通所や在宅サービスの事業所において、ターミナルや重度の要介護の利用者が利用中止となった際にその穴埋めができず、年間通して目標利用者数を確保できなかった。しかしながら、調理業務を自前から外部委託へ変更したことにより、人件費の削減を進めることができた。また、目標を大幅に上回った事業所もあり、介護施設全体では年度当初の目標収入に対して約９００万円の増収となり、法人全体では約１,７００万円の増収となった。
職員の採用については、保育士、介護職員、看護職員などの直接処遇職員については、配置基準は満たしているものの、あまり余裕のない職員数でやりくりしている。職員の補充が難しい中、各事業所においては、業務の見直しを行い効率的に人員配置を行った。
近年全国的に広まっている介護人材不足に対しては、ミャンマーからの外国人技能実習生の受け入れを進めていたが、入国直前になり新型コロナウイルス感染症拡大によりミャンマー政府が自国民の出国を停止したため受け入れができていない。
人材不足の対策として、平成３０年度より永年勤続表彰を実施し、若草会で永く勤務したくなるような制度を取り入れている。
保育園・介護施設とも施設内での事故等が発生したので、全職員を対象にしたリスクマネジメント研修を実施した。

地域貢献活動は、「おおいたくらしサポート事業」の３件にソーシャルワーカーを派遣し、生活困窮者への支援を実施できた。
地域交流事業は、毎年恒例の「わかくさふれあい祭り」の開催や創生の里や太平の里の地区でのお祭りや供養盆踊りの参加に加え、太平の里にて「ふれあい食堂」を実施し、地域の方々との交流を図ることができた。
